
(57)【要約】

　【課題】　専用の固定部材を使用せずに超音波伝達媒

体の漏洩を防ぐことができる超音波探触子を提供する。

　【解決手段】　弾性材で形成されて内部に大気圧より

高い圧力で超音波伝達部材が密閉される与圧部材５は、

中央部に形成された筒状胴部５ａと、筒状胴部の一端に

おいて外径が胴部より小さく形成されてその内部に注入

部材４が弾性的に圧入される円筒状受け口部５ｂ１と、

筒状胴部から円筒状受け口部に向かう角度が９０度以下

で形成されて筒状胴部と円筒状受け口部を接続する連結

部５ｃ１とを有し、注入部材は、与圧部材の円筒状受け

口部に圧入される部分の先端が与圧部材の連結部まで、

又は連結部を超えて筒状胴部の内部まで突出するように

形成されている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 う 超 音 波 素 子 と 、
　 前 記 超 音 波 素 子 の 回 り に 超 音 波 伝 達 部 材 を 充 た し た 密 閉 空 間 の 一 部 を 形 成 す る 密 閉 手 段
と 、
　 弾 性 材 で 形 成 さ れ て 内 部 に 前 記 超 音 波 伝 達 部 材 を 内 蔵 で き る 第 １ の 部 材 と 、
　 前 記 第 １ の 部 材 に 対 し て そ の 弾 性 力 に 抗 し て 圧 入 さ れ 、 中 空 孔 を 介 し て 前 記 第 １ の 部 材
と 共 に 前 記 超 音 波 伝 達 部 材 を 密 閉 す る 第 ２ の 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 部 材 は 、
　 　 中 央 部 に 形 成 さ れ た 筒 状 の 胴 部 と 、
　 　 前 記 胴 部 の 一 端 に お い て 外 径 が 前 記 胴 部 よ り 小 さ く 形 成 さ れ て 、 そ の 内 部 に 前 記 第 ２
の 部 材 が 弾 性 的 に 圧 入 さ れ る 円 筒 状 受 け 口 部 と 、
　 　 前 記 受 け 口 部 と 前 記 胴 部 の 一 端 と を 連 結 す る 連 結 部 と を 、
　 有 し 、 前 記 第 １ の 部 材 の 中 心 軸 を 含 む 軸 方 向 断 面 で 見 た と き 、 前 記 連 結 部 の 中 央 部 か ら
外 周 に 向 か う 部 分 を 含 む 直 線 と 、 前 記 連 結 部 の 外 周 部 が 接 続 さ れ る 前 記 胴 部 の 軸 方 向 内 壁
面 を 画 定 す る 線 と が な す 角 度 が ９ ０ 度 以 下 と さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 部 材 は 、 前 記 受 け 口 部 に 圧 入 さ れ る 部 分 の 先 端 が 前 記 受 け 口 部 の 内 壁 を 完 全
に 覆 う よ う に 、 前 記 受 け 口 部 の 前 記 連 結 部 ま で 、 又 は 前 記 連 結 部 を 超 え て 前 記 胴 部 の 内 部
空 間 ま で 突 出 す る よ う に 配 さ れ て い る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 部 材 の 前 記 胴 部 の 内 部 ま で 突 出 し て い る 先 端 の 外 径 が 、 前 記 第 １ の 部 材 の 端
部 の 内 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 部 材 の 胴 部 と 連 結 部 の 境 界 に Ｒ 部 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の
超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 用 い て 体 内 画 像 を 得 る 医 用 超 音 波 診 断 装 置 の 超 音 波 探 触 子 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 を 用 い て 体 内 画 像 を 得 る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 超 音 波 信 号 を 効 率 良 く 伝 達 さ せ
る た め に 、 超 音 波 素 子 の 周 囲 を 気 泡 無 く 超 音 波 伝 達 媒 体 で 充 填 し て 超 音 波 伝 達 媒 体 に 内 圧
を 発 生 さ せ る こ と で 超 音 波 伝 達 媒 体 中 に 気 泡 が 無 い 状 態 を 維 持 で き る こ と が 、 下 記 の 特 許
文 献 １ 、 ２ な ど で 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ８ ９ ９ ６ ８ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ ２ ２ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ８ ４ ８ ８ 号 公 報 （ 要 約 書 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ に こ の よ う な 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 構 成 の 要 部 断 面 図 を 示 す 。 図 ５ に お い て 、 与 圧
部 材 １ ５ は ゴ ム 材 料 で 中 空 に 形 成 し 、 そ の 内 部 に は 外 側 よ り 高 い 圧 力 で 不 図 示 の 超 音 波 伝
達 部 材 を 密 閉 し て い る 。 注 入 部 材 １ ４ は 与 圧 部 材 １ ５ の 内 部 と 、 注 入 部 材 １ ４ の 上 に 配 置
さ れ る 不 図 示 の 超 音 波 素 子 （ 図 １ 参 照 ） を 密 閉 す る 空 間 に つ な が る 中 空 孔 １ ４ ａ を 有 し 、
注 入 部 材 １ ４ の 外 径 は 与 圧 部 材 １ ５ の 受 け 口 部 １ ５ ｂ の 内 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ 、 与 圧 部
材 １ ５ の 弾 性 力 に 抗 し て 受 け 口 部 １ ５ ｂ の 内 側 に 圧 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 与 圧 部 材 １ ５ の 内 部 と 超 音 波 素 子 の 密 閉 空 間 が 注 入 部 材 １ ４ を 経 由 し
て 連 結 さ れ 、 閉 じ た 空 間 を 形 成 し て い る 。 こ の 空 間 に は 与 圧 部 材 １ ５ の 弾 性 変 形 で 所 望 の
内 圧 が 発 生 す る よ う 、 適 切 な 量 の 液 状 の 超 音 波 伝 達 媒 体 を 充 填 し て い る 。 こ の よ う に 構 成
す る こ と に よ り 、 与 圧 部 材 １ ５ の 弾 性 力 で 液 状 の 超 音 波 伝 達 媒 体 に 内 圧 を 発 生 さ せ 、 し た
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が っ て 、 気 泡 が 無 い 状 態 を 維 持 で き 、 超 音 波 信 号 を 効 率 良 く 伝 達 で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 周 囲 温 度 環 境 の 変 化 な ど で 与 圧 部 材 １ ５ の 内 部 な ど の 超 音 波 伝 達 媒 体 が
膨 張 し た 場 合 に は 、 増 加 し た 体 積 に よ り 与 圧 部 材 １ ５ の 弾 性 変 形 増 加 と 超 音 波 伝 達 媒 体 の
内 圧 増 加 が 発 生 し 、 与 圧 部 材 １ ５ が 注 入 部 材 １ ４ を 締 め つ け る 力 を 緩 和 す る 力 Ｆ が 発 生 す
る 。 さ ら に 、 緩 和 力 Ｆ が 大 き な 場 合 は 、 与 圧 部 材 １ ５ の 注 入 部 材 １ ４ の 圧 入 部 に 隙 間 が 生
じ 、 超 音 波 伝 達 媒 体 が 漏 出 す る と い う 危 険 が あ る 。 こ う し た 問 題 の 発 生 を 防 ぐ た め に 、 従
来 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 与 圧 部 材 １ ５ の 注 入 部 材 １ ４ へ の 連 結 を 確 実 に す る た め の 固 定 部
材 １ ６ が 必 要 で あ っ た 。 し た が っ て 、 固 定 部 材 １ ６ を 配 置 す る ス ペ ー ス を 専 用 に 確 保 し な
け れ ば な ら ず 、 と り わ け 装 置 の 小 型 化 に 関 し て 部 品 配 置 設 計 の 制 約 条 件 と な っ て い た 。 ま
た 、 材 料 費 、 組 み 立 て 工 数 も 固 定 部 材 １ ６ の 相 当 分 余 分 に 必 要 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 設 計 自 由 度 を 増 大 し
装 置 を 小 型 化 す る こ と が で き る と と も に 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 安 価 に 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 う 超 音 波
素 子 と 、
　 前 記 超 音 波 素 子 の 回 り に 超 音 波 伝 達 部 材 を 充 た し た 密 閉 空 間 の 一 部 を 形 成 す る 密 閉 手 段
と 、
　 弾 性 材 で 形 成 さ れ て 内 部 に 前 記 超 音 波 伝 達 部 材 を 内 蔵 で き る 第 １ の 部 材 と 、
　 前 記 第 １ の 部 材 に 対 し て そ の 弾 性 力 に 抗 し て 圧 入 さ れ 、 中 空 孔 を 介 し て 前 記 第 １ の 部 材
と 共 に 前 記 超 音 波 伝 達 部 材 を 密 閉 す る 第 ２ の 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 部 材 は 、
　 　 中 央 部 に 形 成 さ れ た 筒 状 の 胴 部 と 、
　 　 前 記 胴 部 の 一 端 に お い て 外 径 が 前 記 胴 部 よ り 小 さ く 形 成 さ れ て 、 そ の 内 部 に 前 記 第 ２
の 部 材 が 弾 性 的 に 圧 入 さ れ る 円 筒 状 受 け 口 部 と 、
　 　 前 記 受 け 口 部 と 前 記 胴 部 の 一 端 と を 連 結 す る 連 結 部 と を 、
　 有 し 、 前 記 第 １ の 部 材 の 中 心 軸 を 含 む 軸 方 向 断 面 で 見 た と き 、 前 記 連 結 部 の 中 央 部 か ら
外 周 に 向 か う 部 分 を 含 む 直 線 と 、 前 記 連 結 部 の 外 周 部 が 接 続 さ れ る 前 記 胴 部 の 軸 方 向 内 壁
面 を 画 定 す る 線 と が な す 角 度 が ９ ０ 度 以 下 と さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 部 材 は 、 前 記 受 け 口 部 に 圧 入 さ れ る 部 分 の 先 端 が 前 記 受 け 口 部 の 内 壁 を 完 全
に 覆 う よ う に 、 前 記 受 け 口 部 の 前 記 連 結 部 ま で 、 又 は 前 記 連 結 部 を 超 え て 前 記 胴 部 の 内 部
空 間 ま で 突 出 す る よ う に 配 さ れ て い る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 超 音 波 伝 達 媒 体 の 膨 張 や 内 圧 変 化 の 影 響 を 受 け る こ と な く 、 専 用 の 固
定 部 材 を 使 用 せ ず に 与 圧 部 材 と 注 入 部 材 の 連 結 を 確 実 に 保 て る 。 し た が っ て 、 設 計 自 由 度
を 増 大 し 装 置 を 小 型 化 す る こ と が で き る と と も に 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 安 価 に 提
供 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 第 ２ の 部 材 の 前 記 胴 部 の 内 部 ま で 突 出 し て い る 先
端 の 外 径 が 、 前 記 第 １ の 部 材 の 端 部 の 内 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 与 圧 部 材 の 形 状 ば ら つ き や 、 超 音 波 伝 達 媒 体 の 圧 力 の 影 響 を 受 け る こ
と な く 与 圧 部 材 と 注 入 部 材 の 連 結 を 確 実 に 保 て る 。 ま た 衝 撃 な ど の 外 部 か ら の 力 に 対 し て
も 、 強 固 な 結 合 を 保 て る 。 し た が っ て 、 製 造 の 容 易 な 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 診 断 装 置 を 提
供 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 第 １ の 部 材 の 胴 部 と 連 結 部 の 境 界 に Ｒ 部 が 形 成 さ
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れ て い る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 設 計 自 由 度 を 増 大 し 装 置 を 小 型 化 す る こ と が で き る と と も に 、 信 頼 性
の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 安 価 に 提 供 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 専 用 の 固 定 部 材 を 使 用 す る こ と な く 超 音 波 伝 達 媒 体 の 漏 洩 を 防 ぐ こ と
が で き る の で 、 小 型 化 が 容 易 な 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ 、 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 を 示 す 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の 注 入 部 材 ４ と 与 圧 部 材 ５ を 詳 し く 示 す 要 部 断 面 図 で あ
る 。 図 １ に お い て 、 超 音 波 素 子 １ は 画 像 を 得 る た め に 超 音 波 の 送 受 信 を 行 い 、 保 護 部 材 ２
に よ り 覆 わ れ て い る 。 保 護 部 材 ２ は 被 検 体 に シ ー ス を 介 し て 接 触 す る 。 シ ャ ー シ ３ は 保 護
部 材 ２ と 共 に 超 音 波 素 子 １ の 周 囲 を 囲 み 、 外 部 か ら 遮 断 さ れ た 密 閉 空 間 を 形 成 し て い る 。
注 入 部 材 ４ は シ ャ ー シ ３ に 対 し て 背 面 （ 超 音 波 探 触 子 の 先 端 側 と は 逆 の 側 ） か ら 固 定 さ れ
、 図 ２ に 示 す よ う に 与 圧 部 材 ５ の 内 部 と 超 音 波 素 子 １ の 周 囲 の 間 で 液 体 の 出 入 り が 可 能 な
中 空 孔 １ ４ ａ を 有 し て い る 。 与 圧 部 材 ５ は ゴ ム 素 材 で 内 部 が 中 空 に 形 成 さ れ 、 中 央 に 筒 状
胴 部 ５ ａ を 、 両 側 に は 筒 状 胴 部 ５ ａ か ら 外 径 が 絞 ら れ た 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ 、 ５ ｂ ２ を
有 し て い る 。 片 方 の 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ の 内 部 に は 与 圧 部 材 ５ の 弾 性 力 に 抗 し て 注 入 部
材 ４ が 圧 入 さ れ て お り 、 ま た 、 他 の 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ ２ の 内 部 に は 固 定 部 材 と し て 作 用
す る キ ャ ッ プ ６ が 同 じ く 与 圧 部 材 ５ の 弾 性 力 に 抗 し て 圧 入 さ れ て 塞 が れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 超 音 波 素 子 １ の 周 囲 と 与 圧 部 材 ５ の 内 部 は 注 入 部 材 ４ の 中 空 孔 １ ４ ａ
を 介 在 し て 閉 じ た 空 間 を 形 成 し て い る 。 こ の 閉 じ た 空 間 に 与 圧 部 材 ５ の 筒 状 胴 部 ５ ａ が 所
望 の 弾 性 変 形 を す る 量 の 液 状 の 超 音 波 伝 達 媒 体 を 封 入 し 、 超 音 波 伝 達 媒 体 に 外 部 の 大 気 圧
よ り も 高 い 内 圧 を 発 生 さ せ 、 超 音 波 伝 達 媒 体 内 に 気 泡 が 発 生 す る こ と を 防 い で い る 。 こ れ
に よ り 、 超 音 波 素 子 １ か ら 送 受 信 さ れ る 超 音 波 は 被 検 体 へ 良 好 に 伝 搬 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 要 部 断 面 図 で あ り 、 筒 状 胴 部 ５ ａ の 中 心 軸 （ 図 示 省 略 ） を
含 む 縦 断 面 図 で あ る 。 こ こ で 与 圧 部 材 ５ は 、 軸 方 向 の 中 央 で 筒 状 胴 部 ５ ａ を 、 両 端 部 で 円
筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ 、 ５ ｂ ２ を 有 し 、 筒 状 胴 部 ５ ａ と 注 入 部 材 ４ 側 の 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ
１ の 間 に は 、 連 結 部 ５ ｃ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 注 入 部 材 ４ に は 、 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ
１ の 先 端 開 口 を 覆 う フ ラ ン ジ 部 ４ ａ と 、 与 圧 部 材 ５ の 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ の 内 側 に 挿 入
さ れ る 挿 入 部 ４ ｂ が 形 成 さ れ 、 挿 入 部 ４ ｂ が 与 圧 部 材 ５ の 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ の 弾 性 変
形 に よ る 力 で 圧 入 さ れ て 結 合 さ れ て い る 。 こ こ で 、 挿 入 部 ４ ｂ の 挿 入 方 向 の 長 さ は 円 筒 状
受 け 口 部 ５ ｂ １ よ り 長 く 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 挿 入 部 ４ ｂ の 先 端 は 与 圧 部 材 ５ の 連 結 部
５ ｃ １ の 面 と 同 じ か 、 又 は 突 出 し て い る 。 他 端 の キ ャ ッ プ ６ に つ い て も 、 注 入 部 材 ４ と 同
様 な 形 状 に 形 成 し て い て 、 筒 状 胴 部 ５ ａ と キ ャ ッ プ ６ 側 の 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ ２ の 間 に は
、 連 結 部 ５ ｃ ２ が 設 け ら れ て い る 。 連 結 部 ５ ｃ １ と ５ ｃ ２ は 、 同 様 の 形 状 で あ る の で 、 前
者 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 用 い る こ と に よ り 、 与 圧 部 材 ５ の 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ 近 傍 の 圧 力 Ｐ
は 、 図 ２ 中 に 実 線 で 示 す 矢 印 の 方 向 と な り 、 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ の 弾 性 力 に よ る 挿 入 部
４ ｂ 間 と の 結 合 を 緩 和 さ せ る 方 向 の 力 （ 図 ２ 中 白 抜 き 点 線 矢 印 ） は 作 用 し な い 。 し た が っ
て 、 温 度 変 化 な ど に よ る 超 音 波 伝 達 媒 体 の 圧 力 増 加 が 発 生 し て も 与 圧 部 材 ５ と 注 入 部 材 ４
の 固 定 力 は 変 わ る こ と が 無 く 、 し た が っ て 、 超 音 波 伝 達 媒 体 は 漏 洩 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 キ ャ ッ プ ６ と 与 圧 部 材 ５ の 関 係 も 同 様 で あ る 。 な お 、 与 圧 部 材 ５ は 、 片 側 を 袋
形 状 に 形 成 し て キ ャ ッ プ ６ を 廃 止 し て も よ い 。 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 与 圧 部 材 ５ の 連
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結 部 ５ ｃ １ 、 ５ ｃ ２ を 筒 状 胴 部 ５ ａ と 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ 、 ５ ｂ ２ と に ほ ぼ 直 交 し た 形
状 に 形 成 し た の で 、 図 ２ 及 び そ の 部 分 拡 大 図 で あ る 図 ３ に 示 す よ う に 筒 状 胴 部 ５ ａ の 中 心
軸 を 含 む 軸 方 向 断 面 で 見 た と き 、 連 結 部 ５ ｃ １ の 中 央 部 か ら 外 周 に 向 か う 部 分 を 含 む 直 線
Ｈ と 、 連 結 部 ５ ｃ １ の 外 周 部 が 接 続 さ れ る 筒 状 胴 部 ５ ａ の 軸 方 向 内 壁 面 を 画 定 す る 線 Ｖ と
が な す 角 度 θ が ほ ぼ ９ ０ 度 で あ る 。 し か し 、 こ の 角 度 θ 、 並 び に 連 結 部 ５ ｃ １ 、 ５ ｃ ２ が
筒 状 胴 部 ５ ａ か ら 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ 、 ５ ｂ ２ に 向 か う 方 向 と 筒 状 胴 部 ５ ａ の 中 心 軸 Ｃ
と の な す 角 度 α を ９ ０ 度 未 満 に 形 成 し て も 同 様 な 、 あ る い は 図 ２ の 第 １ の 実 施 の 形 態 以 上
の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 与 圧 部 材 ５ の 中 央 の 筒 状 胴 部 ５ ａ
と 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ 、 ５ ｂ ２ を つ な ぐ 接 続 部 で あ る 連 結 部 ５ ｃ １ 、 ５ ｃ ２ を 、 筒 状 胴
部 ５ ａ か ら 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ 、 ５ ｂ ２ に 向 か う 中 心 軸 と の な す 角 度 が ９ ０ 度 以 下 に な
る よ う に 形 成 し 、 さ ら に 、 与 圧 部 材 ５ の 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ の 内 側 に 圧 入 さ れ る 注 入 部
材 ４ の 挿 入 部 ４ ｂ の 先 端 が 与 圧 部 材 ５ の 連 結 部 ５ ｃ １ と 同 じ 位 置 に あ る か 突 出 す る よ う に
構 成 し て い る た め 、 超 音 波 伝 達 媒 体 の 圧 力 の 影 響 を 受 け る こ と な く 与 圧 部 材 ５ と 注 入 部 材
４ は 確 実 に 結 合 を 保 て る 。 し た が っ て 、 与 圧 部 材 ５ と 注 入 部 材 ４ と を 固 定 す る 専 用 の 部 材
を 使 用 す る こ と な く 、 す な わ ち 安 価 に 、 超 音 波 伝 達 媒 体 は 漏 洩 す る こ と は な い 、 信 頼 性 の
高 い 超 音 波 探 触 子 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 要 部 断 面 図 を 図 ４ に 示 す 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 与 圧
部 材 ５ の 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ １ と 連 結 部 ５ ｃ １ の 境 界 は 、 直 角 で は な く 、 な だ ら か な Ｒ で
つ な が っ て い る 。 以 下 、 こ の 部 分 を Ｒ 部 と 言 う 。 ま た 、 注 入 部 材 ４ の 挿 入 部 ４ ｂ の 先 端 部
４ ｂ ２ は 、 与 圧 部 材 ５ の 連 結 部 ５ ｃ １ か ら 突 出 し て お り 、 か つ 与 圧 部 材 ５ の 円 筒 状 受 け 口
部 ５ ｂ １ に 圧 入 さ れ て い る 挿 入 部 ４ ｂ の 圧 入 部 ４ ｂ １ の 外 径 よ り も 大 き く 形 成 し 、 与 圧 部
材 ５ の Ｒ 部 を 覆 っ て い る 。 こ の よ う な 構 成 を 用 い る こ と に よ り 、 与 圧 部 材 ５ の 円 筒 状 受 け
口 部 ５ ｂ １ 近 傍 の 圧 力 Ｐ は 、 図 ４ 中 に 実 線 で 示 す 矢 印 の 方 向 と な り 、 円 筒 状 受 け 口 部 ５ ｂ
１ の 弾 性 力 に よ る 挿 入 部 ４ ｂ の 圧 入 部 ４ ｂ １ 間 と の 結 合 を 緩 和 さ せ る 方 向 の 力 （ 図 中 白 抜
き 点 線 矢 印 ） は 作 用 し な い 。 し た が っ て 、 温 度 変 化 な ど に よ る 超 音 波 伝 達 媒 体 の 圧 力 増 加
が 発 生 し て も 与 圧 部 材 ５ と 注 入 部 材 ４ の 固 定 力 は 変 わ る こ と が 無 く 、 し た が っ て 、 超 音 波
伝 達 媒 体 は 漏 洩 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 注 入 部 材 ４ の 挿 入 部 ４ ｂ の 先 端 近
傍 に お け る 与 圧 部 材 ５ の 連 結 部 ５ ｃ １ か ら の 突 出 部 （ 先 端 部 ４ ｂ ２ ） を 与 圧 部 材 ５ の 円 筒
状 受 け 口 部 ５ ｂ １ と 圧 接 す る 連 結 部 ５ ｃ １ の 外 径 よ り も 大 き く 形 成 し 、 与 圧 部 材 ５ の 円 筒
状 受 け 口 部 ５ ｂ １ と 連 結 部 ５ ｃ １ の 交 わ り 部 の Ｒ を 覆 っ て い る の で 、 交 わ り 部 に Ｒ が 形 成
さ れ て い て も 、 超 音 波 伝 達 媒 体 の 圧 力 の 影 響 を 受 け る こ と な く 与 圧 部 材 ５ と 注 入 部 材 ４ は
確 実 に 結 合 で き る 。 し た が っ て 、 厳 し い 部 品 形 状 精 度 が 不 要 で 、 製 造 が 容 易 な 、 信 頼 性 の
高 い 超 音 波 探 触 子 を 提 供 で き る 。 ま た 、 突 出 部 ４ ｂ ２ が 圧 入 部 ４ ｂ １ よ り も 大 き な 径 で 形
成 さ れ 、 与 圧 部 材 ５ に 楔 状 に 係 合 し て い る た め 、 衝 撃 な ど で 外 部 か ら 力 が 与 圧 部 材 ５ に 加
わ っ て も 、 与 圧 部 材 ５ は 注 入 部 材 ４ か ら は ず れ る こ と が な い 、 信 頼 性 の 高 い 構 造 を 提 供 で
き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 超 音 波 探 触 子 は 、 専 用 の 部 材 を 使 用 す る こ と な く 、 低 コ
ス ト で 超 音 波 伝 達 媒 体 の 漏 洩 を 防 ぐ こ と が で き る と い う 効 果 を 有 し 、 超 音 波 を 用 い て 体 内
画 像 を 得 る こ と が で き る 医 用 超 音 波 診 断 装 置 の 超 音 波 探 触 子 な ど と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 構 成 図

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-118322 A 2005.5.12



【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 要 部 断 面 図
【 図 ３ 】 図 ２ の 部 分 拡 大 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 要 部 断 面 図
【 図 ５ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 要 部 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 超 音 波 素 子
　 ２ 　 保 護 部 材
　 ３ 　 シ ャ ー シ
　 ４ 　 注 入 部 材
　 ４ ａ 　 フ ラ ン ジ 部
　 ４ ｂ 　 挿 入 部
　 ４ ｂ １ 　 圧 入 部
　 ４ ｂ ２ 　 先 端 部 （ 突 出 部 ）
　 ５ 　 与 圧 部 材
　 ５ ａ 　 筒 状 胴 部
　 ５ ｂ １ 、 ５ ｂ ２ 　 円 筒 状 受 け 口 部
　 ５ ｃ １ 、 ５ ｃ ２ 　 連 結 部
　 ６ 　 固 定 部 材 （ キ ャ ッ プ ）
　 １ ４ a  中 空 孔
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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